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今月の主な記事 住 民 の 動 き
６月議会  ………………………………………………………P２
藍住町職員採用試験案内  ……………………………………P３
後期高齢者医療制度  …………………………………………P４〜５
がん検診が始まりました  ……………………………………P６
守れ人権　許すな差別 …………………………………………P９
情報NOW  ………………………………………………………P10〜16

平成22年６月末現在（　）内は前月比

人　口 33,398人 （＋37） 15歳未満 5,414人 （＋７）

65歳以上 5,472人 （＋８）

平均年齢 40.94歳

　男 16,080人 （＋３）

　女 17,318人 （＋34）

世帯数 12,252戸 （＋11）

富吉児童館 学童クラブ
　４月に富吉児童館の学童クラブ室を新設しました。広々とした
きれいな部屋で、子どもたちは放課後を楽しく過ごしています。
　この日は七夕で、いろんな願い事を短冊に書きました。
＊町では、小学校区ごとに学童保育を実施しています。
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上
程
議
案
等

８
日

◆
町
の
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◆
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
（
い
ず
れ
も
国
家
公
務
員
に
準
じ
、
職
員

の
育
児
を
支
援
す
る
環
境
を
整
備
）

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
（
職
員
に
直
接
給
与
を
支
給
す
る
以
前
に

そ
の
一
部
を
控
除
す
る
に
は
、
条
例
の
根

拠
規
定
が
必
要
で
あ
る
た
め
）

◆
職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行
為
の
制
限

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
（
超
勤
代
休
時
間
の
新
設
に
伴
い
、
給
与

を
受
け
な
が
ら
職
員
団
体
の
た
め
、
そ
の

業
務
を
行
い
、
ま
た
は
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
期
間
に
、超
勤
代
休
時
間
を
追
加
）

◆
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例
の
一
部

改
正

　
（
議
会
議
員
の
報
酬
の
名
称
が「
議
員
報

酬
」と
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
字
句
の
改

正
の
必
要
が
生
じ
た
た
め
）

◆
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
（
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
の
た
め
）

　
（
以
上
町
長
提
案
）

一
般
質
問

15
日

　
　

矢
部
秀
行
議
員
、
小
川
幸
英
議
員
、
永

浜
茂
樹
議
員
、
小
西
浩
昭
議
員
、
林
茂
議

員
、
西
川
良
夫
議
員
の
６
氏
が
登
壇
、
行

政
全
般
に
関
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
（
一
般
質
問
の
内
容
は
８
月
発
行
予
定
の

「
議
会
だ
よ
り
」で
ご
覧
く
だ
さ
い
）

上
程
議
案
等

18
日

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
選
任
の

同
意

　
（
岡
田
弘
氏
を
再
任
、
町
長
提
案
）

◆
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
一
部
改
正

　
（
政
治
倫
理
基
準
お
よ
び
町
工
事
等
に
関

す
る
遵
守
事
項
に
つ
い
て
、
議
員
の
倫
理

基
準
の
必
要
性
と
法
の
規
定
な
ら
び
に
議

員
の
団
体
活
動
、職
業
お
よ
び
企
業
活
動
、

ま
た
、
立
候
補
へ
の
制
約
等
を
総
合
的
に

検
討
し
、
見
直
し
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
、
議
員
提

案
、
可
決
）

◆
下
水
道
料
金
の
請
願
書

◆
生
活
保
護
の
老
齢
加
算
の
復
活
を
国
に
求

め
る
請
願
書　

　
（
以
上
議
員
提
案
、
い
ず
れ
も
不
採
択
）

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
選
任

　

再
任　

岡
田　

弘　

氏　

72
歳　

東
中
富

　

任
期
は
、
平
成
22
年
７
月
１
日

～
平
成
25
年
６
月
30
日

6月議会

　

平
成
22
年
第
２
回
議
会
定
例
会
は
、

６
月
８
日
に
開
会
し
、
町
長
提
案
の
７

議
案
と
議
員
提
案
の
１
議
案
を
原
案
ど

お
り
可
決
し
、
18
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

今
月
の
納
税

　

７
月
は
、
固
定
資
産
税（
１
期
）の
納
付

月
で
す
。

　

納
期
限
は
、
７
月
26
日
で
す
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日

ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課

（
☎
６
３
７
・
３
１
１
７
～
３
１
１
８
）

　

７
月
１
日
か
ら
、
町
役
場
庁
舎
内（
４

階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
含
む
合
同

庁
舎
建
物
内
）を
禁
煙
と
す
る
こ
と
と
し
、

喫
煙
コ
ー
ナ
ー
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
被
害
の
社
会
的

関
心
が
高
ま
る
中
、
受
動
喫
煙
の
健
康
へ

の
影
響
や
非
喫
煙
者
へ
の
不
快
感
や
ス
ト

レ
ス
等
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
厚
生
労
働
省
か
ら
も

公
共
施
設
等
で
の
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

受
動
喫
煙
防
止
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

着
用
推
進
県
民
運
動
が
、
７
月
１
日（
木
）

か
ら
８
月
31
日（
火
）ま
で
、実
施
中
で
す
。

　

運
動
の
重
点
を
守
り
、事
故
の
な
い
町
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

運
動
の
重
点

▼
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

▼
自
転
車
の
安
全
利
用

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

▼
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

▼
反
射
タ
ス
キ
等
の
着
用

役
場(

合
同)

庁
舎
内
の

禁
煙
に
ご
協
力
を

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用

推
進
県
民
運
動
の
実
施
！
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試
験
区
分　

消
防
吏
員

　
　
　
　
　
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

採
用
予
定
人
員　

若
干
名

受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら

　
　
　
　
　

平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

生
ま
れ
た
者

申
込
受
付　

７
月
26
日（
月
）

～
８
月
９
日（
月
）

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つい
て
は
、今
回
、

国
の
方
針
で「
第
１
期
の
標
準
的
な
接
種
期

間
に
該
当
す
る
者（
３
歳
に
対
す
る
初
回
接

種
）に
対
し
て
積
極
的
な
受
診
勧
奨
を
行
う

こ
と
」と
な
り
ま
し
た
の
で
、
対
象
者
に
は

個
人
通
知
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
対
象
者
以
外
で
も
、
90
か
月
ま

で
の
お
子
様
は
第
１
期
接
種
の
対
象
年
齢

と
な
り
ま
す
の
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

（
郵
送
の
場
合
は
９
日
消
印
有
効
）

試
験
日　

一
次
試
験　

９
月
19
日（
日
）

　
　
　
　
　

二
次
試
験　

11
月
中
旬
予
定

＊
募
集
要
項
と
試
験
申
込
書
は
、
消
防
組
合

に
備
え
て
い
ま
す
。

申
・
問

 

板
野
東
部
消
防
組
合　

総
務
課

　
　
　
　

 

（
☎
６
９
８
・
９
９
０
０
）

　

第
２
期
接
種（
９
歳
以
上
13
歳
未
満
）に
つ

い
て
は
、
現
在
有
効
性
・
安
全
性
等
に
つ
い

て
検
討
中
で
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
開
始
に
は

い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
90
か
月
を
過
ぎ
て
接
種
機
会
を
逃

し
た
方
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
供
給
状
況
を
勘
案
し
改
め
て
議
論
を
行
う

と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
国
の
決
定
が
あ
れ

ば
再
度
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

板
野
東
部
消
防
組
合
消
防
吏
員
採
用
試
験

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

　

８
月
１
日
か
ら
重
度
心
身
障
害
者
等
医

療
費
受
給
者
証（
受
給
者
認
定
書
）が
新
し

く
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
受
給
資
格
を
お
持
ち
の
方
で
、

８
月
か
ら
受
給
対
象
と
認
定
さ
れ
る
方
に

は
、新
し
い
受
給
者
証
等
を
交
付
し
ま
す
が
、

身
体
障
害
者
手
帳
２
級
を
お
持
ち
の
方
で
、

医
師・民
生
委
員
の
証
明
が
必
要
な
方
に
は
、

例
年
ど
お
り
証
明
書
の
様
式
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
に
該
当
す
る
方
で
受
給
者
の

認
定
を
受
け
て
い
な
い
方（
た
だ
し
、
所

得
額
の
制
限
が
あ
り
ま
す
）は
、
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⑴　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方

⑵　

身
体
障
害
者
手
帳
２
級
を
お
持
ち
の
方

⑶　

療
育
手
帳「
Ａ
」を
お
持
ち
の
方

⑷　

知
的
障
害（
自
閉
症
を
含
む
）に
よ
る
特

別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の
対
象
児 

⑸　

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
か
４
級
を
お
持

ち
の
方
で
、
か
つ
療
育
手
帳「
Ｂ
１
」の
方

⑹　

母
子
家
庭
の
児
童（
18
歳
の
年
度
末
ま

で
）お
よ
び
そ
の
母

⑺　

父
母
が
い
な
い
児
童（
18
歳
の
年
度
末

ま
で
）

問 

福
祉
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
受
給
者
証
等
の

更
新(

交
付)

・
申
請
の
お
知
ら
せ
　

　

平
成
23
年
度
採
用
予
定
の
藍
住
町
職
員
採

用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
採
用
予
定
職
種

【
一
般
事
務
】　

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

【
保
育
士
】　

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
、
保
育
士
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
の
免
許

を
有
す
る
者
ま
た
は
平
成
23
年
３
月
31
日

ま
で
に
当
該
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
者

▼
採
用
予
定
数

　

一
般
事
務　

若
干
名

　

保
育
士　

１
名

▼
試
験
日
・
場
所

　

第
１
次
試
験　

９
月
19
日（
日
）

　

  　
　
　
　

 　

徳
島
大
学
総
合
科
学
部

　

第
２
次
試
験　

11
月
中
旬

　
　
　
　
　
　
　

藍
住
町
役
場（
予
定
）

▼
受
験
手
続

①
申
込
用
紙
と
受
験
案
内
は
、
藍
住
町
役
場

総
務
課（
町
合
同
庁
舎
３
階
）に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に「
職
員
試
験
請
求
」と
朱
書
き

し
、
宛
先
を
明
記
の
う
え
、
１
２
０
円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

②
受
付
期
間
は
、
７
月
26
日（
月
）か
ら
８
月

９
日（
月
）ま
で
の
執
務
日（
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
）の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
の
間
で
す
。

＊
郵
便
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合
は
、
８
月
９
日

ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
付
し
ま
す
。

☆
受
付
期
間
経
過
後
の
申
し
込
み
は
一
切
受
付

し
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
）

藍
住
町
職
員
採
用
試
験
案
内
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後期高齢者
医 療 制 度 ８月は保険証の定期更新月です

　現在、後期高齢者医療制度に加入されている方には、有効期限が「平成22年７月31日」となっている
りんどう(濃い紫)色の「後期高齢者医療被保険者証」を、１人に１枚お渡ししています。
　７月中に役場健康推進課から、 有効期限　平成23年７月31日 と記載された新しい被保険者証
(色は変更になり、黄色）をお届けします。
　平成22年８月１日から平成23年７月31日までの一部負担金の割合（１割又は３割）は平成21年中の所
得に基づき、改めて判定します。
　８月１日以降は、古い被保険者証は使えませんので、受診の際は有効期限を確認し、お間違えのな
いようご注意ください。

一部負担金の割合の判定方法について
１割負担となる方

同じ世帯の被保険者全員の住民税課税所得が１４５万円未満

３割負担となる方
世帯構成 被保険者が１人の場合 被保険者が２人以上の場合

住民税課税所得 １４５万円以上 １４５万円以上の被保険者がいる

総収入の合計額
３８３万円未満は１割（要申請） ５２０万円未満は１割（要申請）

３８３万円以上は３割（※） ５２０万円以上は３割

※70歳以上75歳未満の方（後期高齢者医療制度の被保険者以外）がいる場合、その方々との総収入の合計額が
520万円未満の場合は１割（要申請）

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証をお持ちの方へ
　現在お持ちの「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」は、有効期限が「平成22年７月31日」となっ
ています。
　平成22年度も住民税非課税世帯で、引き続き「後期高齢者限度額適用・標準負担額減額認定証」を利用される
方は更新が必要になります。６月に県後期高齢者医療広域連合事務局からお送りした認定申請のお知らせをご覧
いただき、役場健康推進課へ申請してください。

後期高齢者医療被保険者証

有効期限
平成23年７月31日

新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は

 

平
成
23
年
７
月
31
日

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
色
は
黄
色

※ご確認ください！
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【後期高齢者医療制度】 保険料率改定のお知らせ

医療機関・薬局の受診等にあたっての留意点

●休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急性の高い患者さんを受け入れるためのものです。休日や夜間に受診しよ
　うとする際には、平日の時間内に受診することができないのか、もう一度考えてみましょう。

●夜間・休日にお子さんの急な病気で心配になったら、まず、小児救急電話相談（局番なしの＃8000または、088・621・
　2365）の利用を考えましょう。小児科の医師や看護師から、お子さんの症状に応じた適切な対処の仕方などのアドバイ
　スが受けられます。
＊小児救急電話相談が利用できる時間は、午後６時から翌朝８時までです。
●かかりつけの医師を持ち、気になることがあったらまずはかかりつけの医師に相談しましょう。

●同じ病気で複数の医療機関を受診することは、控えましょう。医療費を増やしてしまうだけでなく、重複する検査や投
　薬によりかえって体に悪影響を与えてしまうなどの心配もあります。今受けている治療に不安などがあるときは、その
　ことを医師に伝えて話しあってみましょう。

●薬が余っているときは、医師や薬剤師に相談しましょう。（薬のもらいすぎに注意しましょう。）

●薬は飲み合わせによっては、副作用を生じることがあります。お薬手帳の活用などにより、既に
　処方されている薬を薬剤師に伝え、飲み合わせには注意しましょう。

●後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と同等の効能効果を持つ医薬品であり、費用
　が先発医薬品よりも安くすみます。「ジェネリック医薬品希望カード」を医療機関や薬局に提示
　することなどにより、後発医療品の利用について相談にのってもらうことができます。

　保険料率は２年ごとに改定を行うこととなっており、平成 22 年度と平成 23 年度の保険料率（被保険者均等割
額・所得割率）が決定しました。後期高齢者医療制度では、被保険者一人一人に納めていただく保険料は公費や
現役世代の支援金とともに大切な財源となります。

世帯主と世帯の被保険者の所得額
の合計に応じて、均等割額が世帯
単位で軽減されます。

被保険者の基礎控除後の総所得金額
等に応じて、所得割額が軽減されます。

●保険料の計算方法…被保険者均等割額と所得割額を合計して，個人単位で計算します。
　保険料の上限は年額５０万円です。
　　保険料 ＝ 被保険者均等割額 ４３，９９０円 ＋｛（総所得金額－３３万円）×所得割率 ８．０３％｝
●保険料の軽減…所得の低い方及び国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であった方は、次のとおり保険料が
　軽減されます。

世帯の所得額の合計 均等割額の軽減割合

３３万円以下 ８ . ５割

被保険者全員が年金収入８０万円以下
で、 その他の所得がないとき

９　　割

３３万円＋
（２４万５千円×世帯主以外の被保険者数） 以下

５　　割

３３万円＋ （３５万円×被保険者数） 以下 ２　　割

基礎控除後の総所得金額等 所得割の軽減割合

５８万円以下 ５　　割

均等割額 所得割額

９割軽減 負担なし

被保険者
均等割額の軽減

後期高齢者医療制度加入の前
日まで、国保・国保組合以外
の健康保険の被扶養者となっ
ていた方が対象となります。

被用者保険の被
扶養者であった
場合の軽減

所得割額
の軽減

43,990円（被保険者全員が等しく負担）
被保険者均等割額

8.03%（被保険者が所得に応じて負担）
所得割率

問  健康推進課（☎ 637•3115 ／FAX 637•3151）

　現在、休日や夜間において、軽症の患者さんの救急医療への受診が増加し、緊急性の高い重症の患者さんの
治療に支障をきたすケースが発生しており、そのことが病院勤務医の負担が過重となる原因のひとつにもなっ
ています。また、休日・夜間は医療機関に支払われる医療費も高く設定されており、窓口負担も高くなります。
　必要な人が安心して医療が受けられるようにするとともに、最終的に保険料や窓口負担として皆さんにご負
担いただく医療費を有効に活用するため、医療機関・薬局を受診等する際には、以下のことに留意しましょう。
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〈
胃
・
肺
・
大
腸
・
前
立
腺
が
ん
検
診
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
〉

　

対
象
者
に
は
、
６
月
中
に
受
診
券
を
個
人

通
知
し
て
い
ま
す
。
10
月
ま
で
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
婦
人
が
ん
検
診
〉

　

対
象
者
に
は
、
５
月
末
に
受
診
券
を
個
人

通
知
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
３
月
ま
で
実

施
し
ま
す
が
、
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
関
に
よ
り
検
診
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

個
人
通
知
文
書
の
婦
人
が
ん
検
診
の
ご
案
内

に
て
ご
確
認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
県
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
で
の
乳
が
ん
検
診

に
つ
い
て
、
案
内
し
た
期
間
は
９
月
か
ら
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
空
き
が
あ
れ
ば
、
７
月

か
ら
受
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
県
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
に
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業

と
し
て
、平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
に
、20
歳
・

25
歳
・
30
歳
・
35
歳
・
40
歳
の
方
に
つ
い
て

は
子
宮
頸
が
ん
検
診
、
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・

55
歳
・
60
歳
の
方
に
つ
い
て
は
乳
が
ん
検
診

を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
期
間
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
事
業
の
基
準
日
は
、
平
成
22
年
４
月
20

日
で
あ
る
た
め
、
基
準
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
対
象
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

◆
次
の
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子

　

ど
も
に
つ
い
て
、
父
が
そ
の
子
ど
も
を
監

　

護
し
、
か
つ
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

　

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
母
が
一
定
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
子
ど
も

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も

⑤
そ
の
他
（
母
が
１
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る

　

子
ど
も
、
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

　

る
子
ど
も
、
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

　

胎
し
た
子
ど
も
な
ど
）

◆
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
町

　

役
場
へ
申
請
が
必
要
で
す
。

※
申
請
受
付
開
始
日
は
、
８
月
２
日
（
月
）か

　

ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に
手

　

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
の
翌
月
か

　

ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

◆
８
月
～
11
月
分
が
支
給
さ
れ
る
の
は
12
月    

　

で
す
。

※
７
月
31
日
以
降
に
支
給
要
件
に
該
当
と
な
っ

　

た
場
合
は
「
該
当
し
た
日
の
翌
月
分
」
か

　

ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
に
当
た
っ
て
の
必
要
書
類
は
世
帯
状

況
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
し
た

阿
波
踊
り
の
練
習
は

　
　
　
　
　

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

平
成
22
年
８
月
１
日
か
ら
、

 

父
子
家
庭
へ

　
　

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

※
申
請
受
付
開
始
は
、
８
月
２
日
（
月
）
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

徳
島
の
夏
を
代
表
す
る
阿
波
お
ど
り
の
本

番
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
町
内
で
も
夜
に

な
る
と
ぞ
め
き
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
踊
り
の

練
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
か
ね
や
太
鼓

の
音
は
、
付
近
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
騒
音
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
練
習
を

す
る
皆
さ
ん
は
、「
必
要
以
上
の
音
を
出
さ

な
い
」「
夜
遅
く
ま
で
練
習
を
し
な
い
」
な

ど
の
マ
ナ
ー
を
守
る
よ
う
心
が
け
、
く
れ
ぐ

れ
も
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
町
民
の
皆
さ
ん
へ
〜

　

阿
波
踊
り
は
徳
島
県
に
と
っ
て
大
切
な
伝

統
芸
能
で
す
。
本
番
を
前
に
熱
の
こ
も
っ
た

練
習
を
行
う
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

教
育
委
員
会
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

障
害
基
礎
年
金
を

　
　
　

受
け
て
い
る
方
の
現
況
届

　

20
歳
前
の
障
害
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
、

障
害
福
祉
年
金
か
ら
切
り
替
わ
っ
た
障
害
基

礎
年
金
、
母
子
・
準
母
子
福
祉
年
金
か
ら
切

り
替
わ
っ
た
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

方
は
、
毎
年
７
月
が
「
現
況
届
」
の
提
出
月

で
す
。

　
「
現
況
届
」
と
は
、
引
き
続
き
年
金
を
受

け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
の
大
切
な
届
で
す
。
７
月
初
旬
に
年
金
事

務
所
か
ら
現
況
届
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、同
封
の
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
の
う
え
、

必
要
事
項
を
記
入
し
役
場
の
国
民
年
金
担
当

窓
口
へ
７
月
31
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、「
現
況
届
」
が
提
出
さ
れ
な
い

場
合
や
、
所
得
の
審
査
が
で
き
な
い
場
合
に

は
年
金
の
支
払
い
が
一
時
停
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

徳
島
北
年
金
事
務
所

（
☎
６
５
５
・
０
２
０
０
）　



No 796 ■ 広報あいずみ7

鳴
門
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
税
に
関
す
る
ご
質
問
・
ご
相
談
は

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

  
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

①
鳴
門
税
務
署
の
代
表
電
話
番
号
へ
お
電
話

　

く
だ
さ
い
。（
☎
６
８
５
・
４
１
０
１
）

②
自
動
音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
の
で
、
ダ
イ

　

ヤ
ル
又
は
プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン
で
「
１
」
番

　

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。（
注
）

③
相
談
内
容
の
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

「
１
」
…
…
所
得
税

「
２
」
…
…
相
続
税
・
贈
与
税
・
譲
渡
所
得

「
３
」
…
…
法
人
税
・
源
泉
所
得
税

「
４
」
…
…
消
費
税
・
印
紙
税

「
５
」
…
…
そ
の
他
の
ご
相
談

●
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午

　

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

　
（
休
日
を
除
く
）

▼
通
話
料
金
は
、
お
か
け
に
な
っ
た
税
務
署

　

ま
で
の
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。

▼
面
接
に
よ
る
相
談
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

（
注
）
次
の
ご
用
件
の
方
は
、
税
務
署
に
お

　

つ
な
ぎ
し
ま
す
の
で
、「
２
」
番
を
選
択

　

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
税
の
納
付
相
談
の
方

▼
具
体
的
・
個
別
的
な
ご
相
談
の
方
（
面
接

　

相
談
）

▼
税
務
署
に
ご
用
の
方

※
面
接
に
よ
る
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
事

　

前
に
面
接
日
時
等
を
予
約
し
て
い
た
だ
き
、

　

税
務
署
で
ご
相
談
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

　

ま
す
。

※
予
約
の
際
に
は
、
お
名
前
、
ご
住
所
、
ご

　

相
談
の
内
容
等
を
お
伺
い
し
ま
す
。

『
白
い
ポ
ス
ト
』

　
　
　

を
ご
存
知
で
す
か
？

　

当
セ
ン
タ
セ
ン
タ
ー
で
は
環
境
浄
化
活
動
の

一
環
と
し
て
、
青
少
年
に
有
害
な
図
書
・
ビ

デ
オ
・
D
V
D
等
が
氾
濫
し
な
い
よ
う
、
町

内
に
７
基
の「
白
い
ポ
ス
ト
」を
設
置
し
て
い

ま
す
。
原
則
と
し
て
毎
月
末
に
所
員
が
各
ポ

ス
ト
を
巡
回
し
て
回
収
し
、
廃
棄
処
分
し
て

い
ま
す
。

●
町
内
の
設
置
箇
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
緑
の
広
場　

芝
生
広
場
入
口

▼
緑
の
広
場　

管
理
棟
前

▼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
横

▼
体
育
セ
ン
タ
ー
前

▼
矢
上
字
北
分（
生
越
建
設
前
）

▼
徳
命
字
元
村（
ユ
ー
ト
ピ
ア
藍
住
徳
命
店

　

前
）

問 

板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
組
合

（
☎
６
７
２
・
３
４
５
４
）

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
や

  

ス
プ
レ
ー
缶
等
の

     

ゴ
ミ
出
し
の
注
意

　

管
内
に
お
い
て
ゴ
ミ
収
集
車
の
中
で
使
い

捨
て
ラ
イ
タ
ー
が
原
因
と
思
わ
れ
る
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

ガ
ス
が
残
っ
た
ま
ま
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
し

ま
う
と
ゴ
ミ
の
収
集
車
や
処
理
施
設
の
火
災
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
自
分
の
家
の
ゴ

ミ
箱
に
入
れ
た
状
態
で
も
非
常
に
危
険
で
す
。

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
、
ス
プ
レ
ー
缶
等
も
捨
て

る
際
に
は
、「
中
の
ガ
ス
を
完
全
に
抜
く
」よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
使
い
捨
て

ラ
イ
タ
ー
は
ガ
ラ
ス
、

陶
器
の
日
に
、
別
袋

に「
ラ
イ
タ
ー
危
険
」

と
記
入
の
う
え
、
青

色
の
指
定
ご
み
袋
に

入
れ
て
、
ガ
ス
ボ
ン

ベ
は
空
き
缶
の
日
に

黄
色
の
指
定
ご
み
袋

に
入
れ
て
出
す
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
、
ス
プ
レ
ー
缶
等
を
ゴ

ミ
と
し
て
出
す
場
合
は
も
う
一
度
確
認
を
し
て

か
ら
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

板
野
東
部
消
防
組
合　

予
防
課

（
☎
６
９
８・９
９
０
２
）

生
命
を
守
る

　
　
　

  

防
災
団
総
会

　

６
月
16
日
、
町
民
シ
ア
タ
ー
で「
平
成
22

年
度
藍
住
町
防
災
団
総
会
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
県
危
機
管
理
部
防
災
セ

ン
タ
ー
の
小
村
次
長
か
ら
、「
南
海
地
震
の
備

え
に
つ
い
て
」の
講
演
が
行
わ
れ
、
出
席
さ

れ
た
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
意
識
を
高
め
る
べ
く
、
熱
心
に
聴
講

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会

で
は
、
平
成
22

年
度
事
業
計
画

を
決
定
し
ま
し

た
。

　

防
災
団
は
、

元
消
防
団
員
で

結
成
さ
れ
て
お

り
、
毎
月
13
日

を「
防
災
団
の

日
」と
し
て
様

々
な
防
災
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
大
切
な
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
、
地
域
で
今
一
度
、
自
主
防
災
組
織
の
結

成
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

町
防
災
団
、
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は

役
場
総
務
課
ま
で（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
）

ガラス、陶器の
日に捨ててね
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６
月

３
日
、

県
庁
で

平
成
22

年
度
徳

島
県
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
横
井
和
子
さ
ん

（
写
真=

住
吉
）が
徳
島
県
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

横
井
さ
ん
は
、
20
年
の
長
き
に
わ
た
り
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の
増

進
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

施
設
の
老
朽
化
と
地
震
な
ど
の
自
然
災
害

に
備
え
、
平
成
19
年
度
か
ら
着
手
し
て
き
た

耐
震
性
浄
水
場
が
、
こ
の
た
び
ほ
ぼ
完
成
し

６
月
８
日
町
議
会
議
員
と
町
関
係
者
の
出
席

の
も
と
通
水
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
水
式
で
は
、
石
川
町
長
、
森
議
会
議
長

が
機
械
作
動
ボ
タ
ン
を
操
作
し
浄
水
場
か
ら

町
内
各
戸
へ
の
通
水
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
浄
水
場
は
県
下
最
大
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
配
水
池
を
備
え
、
各

家
庭
へ
は
、
今
ま
で
以
上
に
安
心
で
安
定
し

た
水
道
水
の
供
給
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

問 

水
道
課  

（
☎
６
３
７
・
３
１
３
１
）

　

夏
季
は
、
皮
膚
の
露
出
が
多
く
な
り
、
発

汗
に
よ
り
皮
膚
が
ぬ
れ
て
電
気
が
通
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
疲
労
か
ら
注
意
力
が

散
漫
に
な
り
が
ち
で
、
感
電
な
ど
の
電
気
事

故
は
、
夏
季（
７
～
９
月
）に
集
中
し
て
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
８
月
を「
電
気
使
用
安
全
月

間
」と
さ
だ
め
、
経
済
産
業
省
主
唱
の
も
と
、

電
気
使
用
安
全
に
関
す
る
行
事
が
、
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

電
気
機
器
は

　
　
　

安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

問 

財
団
法
人　

四
国
電
気
保
安
協
会

　

徳
島
北
事
業
所 

（
☎
６
８
３
・
５
５
１
０
）

 
徳
島
県
表
彰

人
命
救
助
で
感
謝
状

　

６
月
９
日（
水
）正
午
ご
ろ
、
吉
野
川
の
名

田
橋
上
流
付
近
で
、
67
歳
の
男
性
が
シ
ジ
ミ

採
集
時
に
誤
っ
て
深
み
に
入
り
流
さ
れ
る
水

難
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
シ
ジ

ミ
採
集
に
来
て
い
た
秋
月
久
男
さ
ん（
奥
野
）

が
事
故
に
気
付
き
、
所
有
の
漁
船
で
男
性
を

無
事
救
助
し
ま
し
た
。

　

と
っ
さ
の
機
転
で
、
人
命
救
助
に
協
力
し

た
秋
月
さ
ん
に
、
こ
の
ほ
ど
板
野
東
部
消
防

組
合
の
三
宅
消
防
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

感謝状を贈られる秋月さん（左）

 

新
浄
水
場
か
ら

　
　

 

通
水
を
開
始
し
ま
し
た

 

８
月
は

 

「
電
気
安
全
使
用
月
間
」で
す

　

河
北
町
の
少
し
遅
い
夏
は
、
甘
酸
っ
ぱ
い

香
り
の
す
る
さ
く
ら
ん
ぼ
の
収
穫
と
と
も
に

始
ま
り
ま
す
。
河
北
町
で
生
産
さ
れ
て
い
る

さ
く
ら
ん
ぼ
は
、
赤
い
ル
ビ
ー
と
も
呼
ば
れ

て
お
り
、
傷
な
ど
が
つ
か
な
い
よ
う
、
一
粒

ず
つ
丁
寧
に
収
穫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
河
北
町
か
ら
藍
住
町
に
さ
く

ら
ん
ぼ
の
苗
木
を
贈
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

可
愛
い
実
の
付
い

た
苗
木
は
、
１
階
受

付
カ
ウ
ン
タ
ー
で
来

庁
者
の
皆
さ
ん
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

友
好
都
市 

山
形
県
河
北
町
か
ら
初
夏
の
贈
り
物
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えん罪と人権
〜狭山現地調査をとおして考える〜

藍住町スローガン
守れ人権　許すな差別

 狭山事件とは…
　狭山事件とは、1963年５月１日、埼玉県狭山市でおきた女子高校生（当時16歳）誘拐・殺人事件です。こ
の事件で近くの被差別部落に住む石川一雄さん（当時24歳）が「犯人」として逮捕され、1974年10月31日「無期
懲役」の判決が下されました。この事件の背景には部落差別があり、部落差別に基づく「えん罪」（無実の人
が有罪にされる）であるとして、全国的に運動が展開されています。最近の相次ぐ「えん罪」と取り調べの「可
視化」を求める世論の高まりの中、東京高等裁判所が東京高等検察庁に対して「証拠開示勧告」を出してい
ました。現在、石川一雄さんは「仮出獄」（1994年12月21日）後に結婚した早智子さんと全国の人々に無実を
訴えながら、第三次再審、反差別・人権擁護の活動を行っています。

                      　　　　　　　 「差別問題を考える藍住の会」　　坂本英二

助け合い　心の花を　さかせよう　　　　　　　　　５年 鳳崎　　創
助け合う　仲間がいるから　できること　　　　　　５年 中村　京香
友達の　笑顔を見ると　うれしいな　　　　　　　　５年 板東　優奈
言わないで　かげで悪口　いじめのもと　　　　　　５年 田村絵美理
あなただよ　いじめをとめるのは　いましかない　　５年 浅尾　愛佳
友達と　助け合えると　うれしくて　　　　　　　　５年 筒井菜々子

藍住南小学校児童作品人権標語

　６月５日（土）午前０時、今年も15名の狭山現地調査
団が藍住町を出発しました。５月13日には、東京高等
検察庁から36点の狭山事件に関する証拠が開示されま
した。その中には石川一雄さんの無実を証明する証拠
が含まれており、再審の開始に向け大きく前進し、無
罪は確実になった（弁護団）と言われています。

背景に部落差別
　狭山事件で石川一雄さんは無実を訴え続けてきました。被差別部落に生ま
れた一雄さんは、部落差別による貧困から、小学校へも十分に通うことが出
来ませんでした。言い換えると差別によって教育の機会が奪われたのです。
当時の学力では、被害者宅に届いた脅迫状を書く能力はありませんでした。
一雄さんは獄中で一生懸命勉強し、文字を取り戻してきました。

無実を確信
　今回の調査には、初めての参加者が４名いました。事前学習会での石川一雄さんの話や、「自白」に基づいて「殺
害」現場とされる場所や証拠品として万年筆が「発見」された「鴨居」を見て説明を受けましたが、「自白」がデッチ
上げであることがよくわかりました。

公平な裁判を
　今まで検察庁は、弁護団が要求する証拠開示を拒んできました。しかし、今回裁判所の命令によって一部で
はありますが証拠開示されました。検察庁は全ての証拠を開示し、それを基に裁くのが裁判所ではないでしょ
うか。人間は誰でも公正な裁判を受ける権利を有するはずです。それが人権を保障することではないでしょうか。

事前学習会
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情情報報 NNOOWW
町の掲示板

第
１
回
藍
住
町
人
権
講
座

日
　
　
時　

８
月
４
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場
　
　
所　

町
民
シ
ア
タ
ー［
役
場
４
階
］

講
　
　
師　

和
田　

敏
孝
さ
ん

内

容　

同
和
問
題

申
込
締
切　

８
月
３
日（
火
）ま
で
に
教
育
委

　
　
　
　
　

員
会
ま
で

主

催　

町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

共
　
　
催　

町
・
教
育
委
員
会

申
・
問 

教
育
委
員
会 （
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
＆

    
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

“
ス
ト
レ
ッ
チ
で
暑
い
夏
を
乗
り
切
ろ
う
！
”

日
　
　
時　

７
月
26
日（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場
　
　
所　

体
育
セ
ン
タ
ー

内

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
シ
ャ
ッ
フ

　

ル
ボ
ー
ド
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

参
加
費　

無
料

　

小
さ
い
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、

ど
な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

　

ま
す
。

主

催　

体
育
指
導
委
員
会

　
　
　
　
　

教
育
委
員
会

問 

教
育
委
員
会 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

第
14
回

女
性
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
　
　
時　

８
月
８
日（
日
）午
前
９
時
～

場
　
　
所　

体
育
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
編
成　

町
内
在
住
者
ま
た
は
町
内

　

事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
女
性
チ
ー
ム

　
（
学
生
は
除
く
）で
選
手
８
人（
監
督
１
人

　

を
含
む
）の
編
成

申
込
締
切　

７
月
30
日（
金
）

問 

教
育
委
員
会 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

初
心
者
向
け
。

「
走
っ
て
み
た
い
」か
ら「
走
れ
る
」へ

日
　
時　

８
月
２
日（
月
）～
10
月
25
日（
月
）

　

毎
週
月
曜（
全
11
回
）

　

午
後
８
時
～
９
時
30
分

場
　
　
所　

藍
住
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
象
者

　

町
民
、
町
内
事
業

　

所
に
勤
務
し
て
い

　

る
30
歳
～
59
歳
ま

　

で
の
方

定
　
　
員　

30
人（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
締
切　

７
月
30
日（
金
）

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
あ
い
ず
み
ス
ポ

　

ー
ツ
ク
ラ
ブ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・５
０
０
０
）　

大
麻
山
登
山
教
室

　

大
麻
山
も
暑
い
夏
も
ひ
ょ
い
と
乗
り
越
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
♪

日
　
　
時　

７
月
19
日（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
集
合

集
合
場
所　

大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　

５
０
０
円（
保
険
料
）

★
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
昼
食
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く　

だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ

　

と
が
困
難
な
方
は
８
時

　

30
分
ま
で
に
体
育
セ
ン

　

タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

藍
住
歩
こ
う
会

「
名
田
渡
し
跡
を
訪
ね
る
コ
ー
ス
」

　

５
月
に
雨
で
行
け
な
か
っ
た
コ
ー
ス
に
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
約
７
k 。

日
　
　
時　

７
月
25
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
45
分
～
正
午

　
　
　
　
　

10
時
出
発

集
合
場
所　

緑
の
広
場
管
理
棟
前

参
加
費　

３
０
０
円（
保
険
料
）

★
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
小
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴

問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

健
康
料
理
教
室
の
ご
案
内

～
今
か
ら
始
め
る
生
活
習
慣
病
予
防
～

　

夜
に
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
　
時　

７
月
22
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
～
８
時
30
分

場
　
　
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
　
容　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

　
　
　
　
　

ミ
ニ
講
座
、
調
理
実
習
と
試
食

講
　
　
師　

医
師
・
管
理
栄
養
士
・
保
健
師

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
ふ
き

　
　
　
　
　

タ
オ
ル

定
　
　
員　

25
人

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
締
切　

７
月
21
日（
水
）正
午
ま
で

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

募　
　

集
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対
象
者　

町
内
の
小
学
４
～
６
年
生

定

員　

30
人（
先
着
順
）

参
加
費　

▼
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
３
５

　

０
０
円
▼
会
員
外
４
５
０
０
円

準
備
物　

１
日
目
の
昼
食
、
水
筒
、
着
替

　

え
、
タ
オ
ル
等

申
込
締
切　

７
月
30
日（
金
）

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
参
加
費
と
保

　

険
証
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

　

ブ（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）へ
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

朝
食
ア
イ
デ
ア
献
立
募
集

　
朝
食
に
ふ
さ
わ
し
く
、
手
軽
で
普

及
性
に
富
む
献
立
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

町
内
の
小
学
生
以
上　

応
募
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
い

　

る
応
募
用
紙
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

９
月
７
日（
火
）必
着

※
優
秀
作
品
は
、福
祉・健
康
づ
く
り
の
町
フ
ェ

　

ス
テ
ィ
バ
ル
で
発
表
し
ま
す
。

※
小
・
中
学
生
は
夏
休
み
前
に
応
募
用
紙
を

　

配
布
し
ま
す
。

応
募
先
・
問

 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

 

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

健
康
づ
く
り
講
習
会

　
保
健
栄
養
推
進
員
に
よ
る
講
習
会
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
中
部
地
区
】

日
　
　
時　

７
月
27
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

対
象
者　

中
部
地
区（
住
吉
、
笠
木
）に
お

　
　
　
　
　

住
ま
い
の
方

内

容　

＊
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

＊
運
動
実
習「
阿
波
踊
り
体
操
」

　
　
　
　
　

＊
調
理
実
習「
ゴ
ー
ヤ
料
理
」

定

員　

20
人（
申
込
順
）

参
加
費　

無
料

準
備
物　

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き
の
タ
オ
ル

　

運
動
し
や
す
い
服
装
・
靴
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

申
込
期
間　

７
月
20
日（
火
）～
23
日（
金
）

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

小
・
中
学
生
栄
養
料
理
教
室

ひ
ま
わ
り
元
気
教
室
（
受
付
20
日
か
ら
）

　

長
い
夏
休
み
。
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に

参
加
し
て
、
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

日
　
　
時　

８
月
４
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー（
２
階
）

対
象
者　

町
内
の
中
学
生
・
小
学
生

　
　
　
　
　
（
４
～
６
年
生
）

内

容　

調
理
実
習（
渚
ご
は
ん
、
豚
肉

　

の
野
菜
巻
き
、
コ
ロ
コ
ロ
サ
ラ
ダ
、
コ
ン

　

ソ
メ
ス
ー
プ
、
フ
ル
ー
ツ
ヨ
ー
グ
ル
ト
）

定

員　

20
人（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

無
料

準
備
物　

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き
の
タ
オ
ル

申
込
期
間　

７
月
20
日（
火
）～
28
日（
水
）

主

催　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会「
藍

　

愛
グ
ル
ー
プ
」栄
養
部

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

花
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　

花
友
会　

会
員
募
集
！

　

藍
住
町
花
友
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

お
も
な
活
動

は
、毎
月
第
２
・

第
４
土
曜
日　

午
前
中
１
時
間

程
度
で
、
花
の

育
成
や
除
草
作

業
な
ど
花
壇
作

り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

一
緒
に
活
動
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

男
性
の
方
、
大
歓
迎
で
す
。

問 

教
育
委
員
会 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

カ
ラ
ダ
ほ
ぐ
し
講
座

　
　
　
　
（
男
性
限
定
）　

　

肩
こ
っ
た
。
腰
イ
タ
イ
。
そ
ん
な
不
調
を

ほ
ぐ
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。

　

ほ
ぐ
し
て
か
ら
運
動
し
ま
す
。
動
け
る
カ

ラ
ダ
を
つ
く
る
試
食
会
付
き（
１
回
）。

目
標
は
剣
山
登
山
！

日
　
　
時　

８
月
６
日（
金
）～
10
月
29
日（
金
）

　

毎
週
金
曜（
全
12
回
、
内
１
回
は
試
食
会
）

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場

所　

体
育
セ
ン
タ
ー　

会
議
室

対
象
者　

町
民
、
町
内
事
業
所
に
勤
務
し

　

て
い
る
30
歳
～
59
歳
ま
で
の
男
性

定

員　

20
人（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
締
切　

７
月
30
日（
金
）

※
11
月
ご
ろ
剣
山
登
山
を
行
い
ま
す
。

　
（
実
費
必
要
）

※
試
食
会
は
ご
家
族
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

１
泊
キ
ャ
ン
プ

　

小
学
４
～
６
年
生
を
対
象
に
１
泊

キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
す
。

高
丸
山
登
山
、
水
鉄
砲
づ
く
り
な
ど
ス
テ
キ

な
思
い
出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

日
　
　
時　

８
月
７
日（
土
）午
前
８
時
出
発

　
　
　
　
　
　
８
日（
日
）正
午
ご
ろ
帰
町

場

所　

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
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（
み
ど
り
の
広
場
内
）

定

員　

１
回
先
着
６
人（
１
日
30
人
）

　
　
　
　
　

申
込
必
要

＊
作
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
は
、持
ち
帰
り
分（
１

　

人
２
個
）を
除
い
て
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

　

ト（
８
月
16
日　

ラ
イ
オ
ン
ズ
公
園
）で
使

　

用
し
ま
す
。

申
・
問 

町
商
工
会（
☎
６
９
２
・
２
８
１
６
）

地
域
パ
ソ
コ
ン
講
座

              

受
講
生
の
募
集

　

身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象

と
し
た
講
座
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
、は
が
き
作
成
、

ワ
ー
ド
、動
画
作
成
、ブ
ロ
グ
作
成
の
各
コ
ー

ス
か
ら
ご
希
望
の
コ
ー
ス
を
選
択
で
き
ま
す
。

日

時　

９
月
３
日
～
平
成
23
年
１
月

　
　
　
　
　

28
日 

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時（
全
21
回
）

場

所　

福
祉
ホ
ー
ム｢

リ
ズ
ム｣

１
階 

　

地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス

　

藍
住
町
矢
上
字
安
任
56

－

５

募
集
定
員　

10
人

受
講
料　

テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
に
な
り

　

ま
す
。

申
込
締
切　

８
月
27
日（
金
）

申
・
問 
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
凌
雲

　
（
担
当
／
井
原
・
楠
） 

　
（
☎
６
９
３
・
１
１
１
７
／
ＦＡＸ 

６
９
２
・６
７

　

７
６
）

※
詳
し
く
は
、
県
教
育
委
員
会
教
育
文
化
政  

　

策
課
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.pref.tokushim

a.jp/
soshiki/kyouikubunkaseisakuka/

応
募
・
問

 

〒
７
７
０

－

８
５
７
０

　

徳
島
市
万
代
町
１
丁
目
１

　

県
教
育
委
員
会
教
育
文
化
政
策
課

　

い
に
し
え
夢
街
道
推
進
事
業
担
当

　
（
☎
６
２
１
・３
１
６
４
／
ＦＡＸ 

６
２
１
・
２
８

　

８
６
）

　

E
-m

ail

：kyouikubunkaseisakuka@
pref.tokushim

a.lg.jp

キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

体
験
会
！

　

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
Ａ
Ｉ

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
で
は
資
源
の
消
費

を
減
ら
し
、
環
境
へ
の
負
担

が
少
な
い
循
環
社
会
を
構
築

す
る
た
め
、
廃
食
油
を
再
利

用
し
た
手
作
り
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
っ
て
い
ま

す
。（
廃
油
は
、
老
人
憩
い
の
家
、
町
商
工
会

館
の
９
カ
所
で
回
収
し
て
い
ま
す
。）

  

次
の
と
お
り
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
体
験
会
を

開
催
し
ま
す
。

日

時　

８
月
７
日（
土
）８
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

　
　
　
　
　
（
１
回
40
分
で
、
１
日
４
～
５

　
　
　
　
　

回
予
定
）

場

所　

藍
住
町
商
工
会
館

夏
休
み
企
画

裁
判
所
サ
マ
ー
ツ
ア
ー
２
０
１
０

～
こ
の
夏
、
裁
判
員
法
廷
へ
～

日

時　

８
月
11
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場

所　

徳
島
地
方
裁
判
所

内

容　

模
擬
裁
判
・
法
廷
開
放（
記
念

　

撮
影
・
法
服
試
着
・
裁
判
官
へ
質
問
な
ど

　

が
で
き
ま
す
）

対
象
者　

小
学
５
・６
年
生（
保
護
者
同
伴
可
）

定
　
　
員　

50
人

申
込
方
法　

は
が
き
で
申
し
込
み

　
（
１
枚
の
は
が
き
に
つ
き
対
象
者
３
人
ま

　

で
申
し
込
み
Ｏ
Ｋ
）

記
載
事
項　

●
対
象
者
で
あ
る
子
ど
も
の

　

氏
名
と
学
年

●
連
絡
先
と
な
る
保
護
者
の
郵
便
番
号
、
住

　

所
、
氏
名
、
電
話
番
号

●
保
護
者
が
同
伴
さ
れ
る
場
合
、
同
伴
者
の

　

氏
名
と
子
ど
も
と
の
続
柄

宛
　
　
先　

〒
７
７
０

－

８
５
２
８

　

徳
島
市
徳
島
町
１
丁
目
５
番
地

　

徳
島
地
方
裁
判
所『
裁
判
所
サ
マ
ー
ツ
ア

　

ー
』係
ま
で

申
込
締
切　

７
月
22
日（
木
）消
印
有
効

＊
申
し
込
み
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

　

ま
す
。
抽
選
結
果
は
、
郵
便
で
お
知
ら
せ

　

し
ま
す
。

問 

徳
島
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

（
☎
６
０
３
・
０
１
１
１
）

阿
波
歴
史
体
感
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
「
い
に
し
え
夢
街
道
」

　
　
　
　
　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集

　

県
教
育
委
員
会
と
関
係
市
町
が
進
め
て
い

る
史
跡
等
の
文
化
財
活
用
事
業「
い
に
し
え

夢
街
道
推
進
事
業
」の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〔
応
募
資
格
〕 

ど
な
た
で
も
、
ご
応
募
で
き

　

ま
す
。
プ
ロ
・
ア
マ
、
県
内
外
居
住
な
ど

　

を
問
い
ま
せ
ん
。

〔
応
募
方
法
〕 

次
の
ど
ち
ら
か
で
応
募
し
て

　

く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
の
方
法
で
も
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
ま
た
は
学
校
名
・
学
年
・
住

　

所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

①
は
が
き
・
所
定
の
応
募
用
紙
・
電
子
媒
体

　
（
C
D
）を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

②
電
子
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
お
送
り
く
だ
さ

　

い
。
フ
ァ
イ
ル
形
式
は
j
p
e
g
ま
た
は

　

P
D
F
と
し
、
デ
ー
タ
サ
イ
ズ
は
２
Ｍ
Ｂ

　

を
超
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
募
集
期
間
〕 

９
月
10
日（
金
）ま
で

〔
応
募
点
数
〕 

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
一

　

人
何
点
で
も
応
募
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

〔
そ
の
他
注
意
事
項
〕

①
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
応
募
に
際
し
記
入
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、

　

本
募
集
以
外
で
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
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放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

  
　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
に
よ
り
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
、

幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間　

８
月
31
日（
火
）ま
で

　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
受
付
開
始
）

＊
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

＊
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

　

い
ま
す
。

資
料
請
求
・
問

 

　

放
送
大
学
徳
島
学
習
セ 

ン
タ
ー

　
（
☎
６
０
２・０
１
５
１
）

県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

貸
出
施
設
の
ご
案
内

　

会
議
に
各
種
催
し
も
の
に
施
設
を
貸
し
出

し
ま
す
。

　

▼
ホ
ー
ル（
３
５
０
人
収
容
）

　

▼
会
議
室（
１
４
４
人
利
用
） 

　

▼
会
議
室（
１
０
８
人
利
用
）

　

▼
会
議
室（
48
人
利
用
）

　

▼
会
議
室（
24
人
利
用
）

　

▼
和
室
研
修
室

　

▼
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
）

＊
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
企
画
総

　

務
課（
☎
６
７
２
・
５
０
０
０
）

徳
島
県
へ
の
移
住
ガ
イ
ド

「
と
く
し
ま
移
住
ガ
イ
ド
」・

「
ふ
る
さ
と  

と
く
し
ま
」
の

郵
送
助
成
を
行
い
ま
す

　

本
県
へ
の
移
住
・
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、

「
と
く
し
ま
移
住
ガ
イ
ド
」「
ふ
る
さ
と　

と

く
し
ま
」の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
外
在
住
者
に
、
同
窓
会
や
ふ
る
さ
と
会

の
開
催
案
内
等
を
送
付
す
る
際
に
、
当
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
同
封
す
る
こ
と
で
、
直
接
Ｕ

タ
ー
ン
を
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

助
成
内
容　

  

県
外
在
住
者
に
対
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

送
付
に
係
る
費
用
と
し
て
、
１
通
あ
た
り
90

円
を
上
限
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

●
助
成
金
の
請
求
方
法

▼
町
企
画
政
策
課
に
必
要
書
類（
助
成
申
込

　

書
、
県
外
送
付
分
の
領
収
書
）を
添
え
て

　

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
３
月
下
旬
ご
ろ
お
支
払
い
し
ま
す
。

問 

企
画
政
策
課（
６
３
７
・
３
１
２
４
）

相　
　

談

催
し
物
・
そ
の
他

夏
で
す
！  

国
際
交
流

バ
ー
ベ
Q 

２
０
１
０

　

町
国
際
交
流
協
会
で
は
、

夏
恒
例
の「
国
際
交
流
バ
ー

ベ
Q
」を
開
催
し
ま
す
。
国

際
交
流
や
親
睦
を
深
め
な
が

ら
、
暑
い
夏
を
み
ん
な
で
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時　

７
月
17
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
～
７
時
30
分

場

所　

み
ど
り
の
広
場

　
（
雨
天
の
場
合
▼
福
祉
セ
ン
タ
ー
玄
関
前
）

参
加
費　

会
員
３
０
０
円
、

　

一
般
５
０
０
円　
（
幼
児
は
無
料
）　　

☆
お
に
ぎ
り
、
お
茶
を
用
意
し
ま
す
。

申
・
問 

町
国
際
交
流
協
会
事
務
局　

担
当     

　

松
田（
☎
６
９
２
・９
９
５
１
／
ＦＡＸ   

６
９
２

　

・
１
６
２
６
）

　

E-m
ail : aizum

i_kokusai@
garnet.nm

　

t.ne.jp

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

 

　

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

●
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
こ
と
じ
」

　
（
☎
６
９
４
・
６
６
０
６
）

●「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」（
☎
６
８
５
・５
５
２
４
）

●
保
健
セ
ン
タ
ー 

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

▼
精
神
障
害
者
家
庭
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

●
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
す
み
れ
・
あ

　

い
ず
み
作
業
所
」   （
☎
６
９
３
・０
０
３
２
）

高
齢
者
の
相
談
窓
口

 

●
高
齢
者
の
介
護
や
健
康
、
生
活
に
関
す
る

　

こ
と

●
高
齢
者
の
虐
待
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
あ

　

っ
た
、
財
産
管
理
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

●
近
所
の
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
心
配
等

　

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
保
健
セ
ン

　

タ
ー
内
）　（
☎
６
３
７
・
３
１
７
５
）

ふるさと
とくしま
ふるさと
とくしま

マスコット：あいあい



No 796広報あいずみ ■ 14

と
　

き　８月11日（水）～９月20日（月）

場
　

所　藍の館　展示場

藍 染 作 品 の 展 示 即 売

と
　

き　８月1日(日)～８月30日（月）
場
　

所　藍の館　展示場
　天然藍を使った藍染製品の展示即売をします。
靴下・Tシャツ・ワイシャツ・滋賀麻の傘・のれん・肌着
など多数展示販売します。ぜひ一度ご覧ください。

▲

第１日曜日（１日） 琵琶演奏体験……小林和子先生他

▲

第１月曜日（２日） ぞめき演奏…………………渦の会

▲

第２日曜日（８日） 尺八演奏……………平松宗哲先生

▲

第３日曜日（15日） 琴演奏体験学習…別所都梢光先生

▲

第４日曜日（22日） 三味線合奏会………吉田桂子先生

問  藍の館（☎ 692・6317）

8 月 藍の館イベント
おはなし会

と
　

き　毎週日曜日　午後２時から  

あかちゃん絵本の読みきかせ
と
　

き　毎月第２・第４水曜日　▲

７月28日（水） 

▲

８月11日（水） 午前10時30分～11時

井隈読書会
と
　

き　毎月第１木曜日 ８月５日　午前10時 から
〈8月の課題図書〉  「大遺言書」　森繁久弥　久世光彦

親子らくご会
と
　

き　　７月25日（日）　午後２時30分～
場
　

所　　農業振興センター大会議室（図書館２階）
はなし家　　阿南工業高等専門学校 落語研究会の皆さん
＊申し込みが必要です。

夏休みお楽しみ会
と
　

き　　７月31日（土）　午後２時～
場
　

所　　農業振興センター大会議室（図書館２階）
とらまる人形劇　「カミナリさまのおしごと」　
おはなし「にじの会」　“昔ばなしで遊ぼう”　他

休　　 館　　 日
●毎週月曜日 ●図書整理日 

▲

毎月第３木曜日（７月15日）
●振替休日…７月20日（火）
申•問  図書館（☎ 692・0070）

図書館の行事

　

町
に
は
、
多
く
の
口
碑
・
伝
承
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
観
音
寺
の
僊
人
さ
ん
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

勝
瑞
の
観
音
寺
の
境
内
に「
僊
人
さ
ん
」と

い
わ
れ
て
祀
ら
れ
て
い
る
石
像
物
が
あ
り
ま

す
。伝
承
に
よ
る
と
、勝
瑞
城
の
付
近
に
あ
っ

た
も
の
が
藩
政
時
代
に
切
支
丹
が
禁
じ
ら
れ

た
た
め
一
旦
土
中
に
埋
め
て
隠
さ
れ
て
い
た

の
が
、
取
締
り
が
ゆ
る
ん
だ
こ
ろ
、
掘
り
出

さ
れ
て
祀
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。ま
た
、

別
の
伝
承
と
し
て
は
寺
を
建
て
る
土
盛
り
の

た
め
に
裏
の
池
を
掘
っ
た
と
き
に
土
中
か
ら

掘
り
出
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ウ

エ
ー
ブ
の
か
か
っ
た
頭
髪
に
、
鼻
筋
の
通
っ

た
顔
立
ち
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
来
た
宣
教
師

で
あ
る
と
の
話
も
あ
り
、
胸
の
前
に
手
を
組

ん
で
祈
り
を
捧
げ
る
姿
を
し
た
こ
の
石
像
物

は
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
の
伝
承
等
の
情

報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
に
伝
わ
っ
て

い
る
、
後
世
に
残
し
た
い
伝
承
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
教
育
委
員
会
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

 

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

残
そ
う
町
の
口
碑
・
伝
承

東吾妻町・藍住町・愛荘町３町合同企画展

「麻・藍・布 」

東
吾
妻
町
・
藍
住
町
・
愛
荘
町

３
町
合
同
企
画
展「
麻
・
藍
・
布
」

　

古
く
か
ら
私
た
ち
日
本
人
が
深
く
関
わ
っ

て
き
た
麻
と
藍
。
今
回
の
企
画
展
で
は
、
日

本
一
の
麻
と
言
わ
れ
る
群
馬
県
東ヒ

ガ
シ
ア
ガ
ツ
マ

吾
妻
町
の

「
岩
島
麻
」、
藍
住
町
の「
阿
波
藍
」、
愛ア

イ
シ
ョ
ウ荘

町

近
江
の
高
級
麻
布「
高
宮
布
」、「
奈
良
晒
」と

い
っ
た
伝
統
的
な
工
芸
技
術
が
一
堂
に
会

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
文
化
、
そ
し
て
そ

の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

日
　
　
時　

８
月
11
日（
水
）～
９
月
20
日（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
火
曜
休
館
）

※
８
月
11
日
に
は
各
町
担
当
者
に
よ
る
展
示

　

解
説
が
あ
り
ま
す
。

場
　
　
所　

藍
住
町
歴
史
館「
藍
の
館
」

※
９
月
18
日（
土
）～
９
月
20
日（
月
）の
期
間

　

は
麻
挽
き
や
機
織
り
、
紅
花
染
め
の
体
験

　

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
） 

僊人さん
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　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康
チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地
域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

７月16日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩いの家 健康チェック
折り紙

７月21日 水 午前９時30分～11時 江ノ口老ルーム 健康チェック
健康体操（運動指導士）

７月21日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
カラオケ

７月26日 月 午前９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

７月26日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
すずめの学校（歌）

８月２日 月 午後１時30分～３時 東部老人憩の家 健康チェック
筋力アップ体操

８月３日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
絵手紙

８月４日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

住所・年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）を行っています。

問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）
地域包括支援センター （☎637・3175）

満
開
の
小
雨
に
け
む
る
桜
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野　
　

栄
子

春
愁
や
一
人
で
テ
レ
ビ
観
る
ば
か
り　
　
　
　
　
　
　

牧
野　

キ
ミ
エ

久
々
の
青
空
背
負
い
鮒
の
春　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
次
米　

民
子

迫
り
来
る
ご
と
く
窓
辺
の
山
笑
う　
　
　
　
　
　
　
　

生
越　
　
　

茜

し
ゃ
ぼ
ん
玉
児
の
声
は
ず
む
保
育
園　
　
　
　
　
　
　

吉
田　
　

善
子

い
ず
か
た
の
花
や
ひ
と
ひ
ら
躙
り
口　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

た
つ
お

風
光
る
新
空
港
の
一
番
機　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
塚　
　

梨
花

春
の
叙
勲
名
を
あ
げ
ら
れ
て
ね
む
ら
れ
ず　
　
　
　
　

山
田　
　

民
恵

小
さ
き
手
を
何
度
も
合
わ
す
花
御
堂　
　
　
　
　
　
　

安
芸　
　

澄
衣

加
章

鳥
の
餌
吊
る
す
小
籠
や
花
明
か
り　
　
　
　
　
　
　
　

髙
岡　

ア
イ
子

あいずみ 俳 壇
髙岡　アイ子　選

いきいきサロンのご案内

（氏　名） （年　齢） （住　　所）

濵田　絹代 71歳 東中富字龍池傍示
瀧　　武志 78歳 住吉字藤ノ木
宮本　幸夫 91歳 矢上字春日
安川　定男 83歳 矢上字安任
長谷川アツ子 86歳 住吉字乾
赤澤　　隆 61歳 笠木字中野
渡邊　　守 82歳 住吉字江端
谷　　武雄 85歳 奥野字矢上前
森下　芳雄 84歳 勝瑞字西勝地
赤澤ミヨコ 92歳 笠木字中野
古川　　進 79歳 徳命字元村
濵之上房枝 64歳 矢上字北分
北條　　宣 93歳 笠木字東野
亀井　勝一 79歳 富吉字須崎

地域の子どもは、
　　　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

（住  所）（母）（父）（性別）（ふりがな）（子の氏名）

近藤　　沙耶 （さ　や）　 女  　淳　二 ・ 由　香　　勝瑞字西勝地
桑内　　伸弥 （しんや）　 男  　健　志 ・ 真　希　　乙瀬字青木
富永　　未菜 （みいな）　 女  　桂一郎 ・ 　佳　　　奥野字原
福井　　夕優 （ゆうひ）　 女  　　浩　 ・ 碧　月　　矢上字安任
西　　璃央菜 （りおな）　 女  　和　輝 ・ 真　希　　徳命字前須東
森本　　幸来 （さ　ら）　 女  　　章　 ・ 博　美　　奥野字西中須
吉永　　弥月 （みづき）　 女  　和　史 ・ 彩　華　　東中富字東安永
篠原　　　翠 （す　い）　 女  　　誠　 ・ 友香子　　富吉字中新田
加藤　　百華 （ももか）　 女  　哲　也 ・ 美　江　　住吉字逆藤
前田　あかり （あかり）　 女  　　護　 ・ かおり　　富吉字富吉
野　　紗妃 （さ　き）　 女  　　正　 ・ 絵　美　　東中富字東安永

富永　　雅善 （まさよし）　 男  　貴　幸 ・ 由紀子　　住吉字神蔵
山花　　一希 （いつき）　 男  　淳　一 ・ 知　子　　住吉字神蔵
藤原　　虎俄 （とうが）　 男  　貴　大 ・ 美　和　　富吉字須崎
大櫛　　実咲 （みさき）　 女  　敬　二 ・ 夏　実　　徳命字名田
新谷　　真叶 （まなと）　 男  　泰　司 ・ 美　穂　　奥野字矢上前
金村　　勇佑 （ゆうすけ）　 男  　卓　哉 ・ 佳　代　　富吉字穂実
坂東　　莉緒 （り　お）　 女  　秀　樹 ・ 奈　実　　奥野字矢上前
阿部　　　航 （わたる）　 男  　浩太郎 ・ 淳　子　　笠木字川北�
井上　　泰甫 （たいすけ）　 男  　　崇　 ・ 朋　子　　徳命字前須東
匠　　　翔生 （しょう）　 男  　秀　樹 ・ 陽　子　　矢上字原
福本　　那波 （ななみ）　 女  　一　二 ・ 佳余子　　勝瑞字幸島
福池　　　葵 （あおい）　 女  　哲　郎 ・ 裕　香　　奥野字猪熊
友成　　音映 （おとは）　 女  　　健　 ・ 彩　江　　勝瑞字成長
大植　　萌夏 （も　か）　 女  　基　裕 ・ 眞規子　　勝瑞字西勝地
新居　　剛斗 （たけと）　 男  　雄　祐 ・ 恵　美　　東中富字龍池傍示

籐藤

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん 6月6月こんにちは赤ちゃん
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西条北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

たなもと
耳鼻咽喉科

Ｎ

予約専用電話 088-683-3381（ミミハイチバン）

じ び いん こう か

たなもと耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科
TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店 南200m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

８月/11日㈬・12日㈭・13日㈮・14日㈯・15日㈰
お盆休みで、休診させていただきます。

土

●
金

●
●

木

●
●

水火

●
●

月

●
●

診察時間

８:45～12:00

14:30～18:30

増田クリニック
TEL：  088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

特定健診・町がん検診・禁煙指導承ります。
●診療科目：内科・循環器科・

心臓血管外科・ペインクリニック内科

土
○
5：30
まで

金
○
○

木
○
／

水
○
○

火
○
○

月
○
○

診療時間
午前 ９：00～12：30
午後 ２：30～６：30

スチールオーダーメイド専門
鉄骨組立・溶接・小物加工・各種
お問い合わせ℡088-693-4515

スチールオーダーメイド専門
鉄骨組立・溶接・小物加工・各種
お問い合わせ℡088-693-4515

後藤工業後藤工業後藤工業生命保険・損害保険・無料相談

株式会社 藍住町住吉字神蔵 46-2
http://www.ask-hoken.com
10:00～18:00 休日・夜間の時間帯のご予約可（088）678‒6502

A S K
等々…何でもお気軽にご相談下さい

学資保険個人年金

入院費用自動車保険

名田橋 四国三郎橋

●ミニストップ

●みちよ亭

●ファミリーマートキョーエイ●

コーナン●

ASK

●
ケーズデンキ

先進医療

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

スチールオーダーメイド専門
鉄骨組立・溶接・小物加工・各種
お問い合わせ℡088-693-4515

全町に光ケーブルを敷設
光テレビ
光インターネットに
加入しませんか!!

光テレビ
光インターネットに
加入しませんか!!

医療法人 凌雲会　社会福祉法人　凌雲福祉会

8/7㈯午後6時～8時

凌 雲 夏 祭 り凌 雲 夏 祭 り凌 雲 夏 祭 り
天装戦隊
ゴセイジャーショー
午後6時半～7時半数に限りがあります。

●ホームゲームご案内
７月19日（月）18：30～ VS　サガン鳥栖
８月１日（日）18：30～ VS　柏レイソル
８月８日（日）18：30～ VS　ヴォンフォーレ甲府
●試合会場
　ポカリスエットスタジアム

ＴＯＫＵＳＨＩＭＡ 
ＶＯＲＴＩＳ

スタジアムに行こう! !  
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